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論　　文　　の　　要　　旨
　命題を形式的に記号例で表現したものを論理式といい、論理式の間の推論が定義されている形式
的体系を考える。このような形式的体系の中の論理式の集まりでヨ推論に関して閉じているものをヨ
その形式的体系における理論といいラ理論のうち曹命題記号と述語記号についての代入という操作
に関して閉じているものを論理という。
　ところでヨ論理式から論理式を導き出す推論と呼ばれる操作にはヲ統語論的なもの（証明可能性）
と意味論的なもの（恒真性）がある。この両者が一致しているとき，もとの形式的体系冒あるいは書
そこでの理論1論理は演緯的に完全であるという。
　本論文においては高野氏は害統語論的に与えられたレスニエフスキーの公理を完全に表現する意
味論的な推論を第一部で与え，逆に。第二部と第三部では事意味論的に与えられたルソー型の直観
主義多値論理と直観主義ファジー論理に対しラそれを完全に表現する統語論的な推論をそれぞれ与
えている。そして官最後の第遮部で順序集合をクリプケモデノレの基底として持っ定領域クリプケモ
デルで定まる論理を統語論的に表現する問題を扱っている。
　いま、第一段の述語言語と呼ばれる形式的体系を考える。この体系の論理式の聞の意味論的な推
論を雪順序集合Mを基底としてもつ定領域クリプケモデノレにより自然にいれる。（通常の古典論理は
この順序集合としてOだけカ）らなる集合をとればよい。）
　このようにして得られた推論を持った形式的体系の論理をL（M）で表すことにする。
　いま冒順序集合としてヨ実数全体の作る順序集合Rと有理数全体の作る順序集合Qをとったとき事
Rで定まる論理L（R）とQで定まる論理L（Q）が同じ論理になるかどうかが問題になる。
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　この問題に対してラ高野氏は事この二つの論理を統語論的に完全に表現する公理を見い出しヨそ
してヨこの二つの論理が異なる論理になることを示した。
　すなわち：
　　定理　L（R）は次の二つの公理系
　　　　　　　V。（Pvp（x））⊃．P〉V．P（x）
　　　　　　（VxP（x）二）亘xS（x））二）
　　　　　　　　　　　　　冨x（P（x）⊃r）v亘x（r⊃S（y））
　　　　　で公理化されるのに対して葦L（Q）は次の二つの公理系
　　　　　　　　　　　　　（P⊃q）v（q⊃p）
　　　　　　　　　　　　Yx（Pvp（x））⊃．PvV，P（x）
　　　　　で公理化される。
　　　　　　また雪無理数全体が作る順序集合R－Qによる論理
　　　　　L（艮一Q）はL（Q）と同じ論理になる。
審　　査　　の　　要・　旨
　形式的体系において争演緯的完全性は最も基本的な要求でありヨこの要求を満たさない形式的体
系が意味を持つことは少ない。
　よって事さまざまな要求のもとに導入された形式的体系に対してヨその演緯的完全性を示すこと
は冒形式的体系の研究繧特に、その形式的体系の上の論理1理論の研究には本質的である。
　高野氏により本論文で示された結果は雪多値論理ラファジー論理ラクリプケモデルによる論理と
いった形式的体系の今後の研究に重要な貢献をするものと期待できる。
　さらにラ実数の作る順序集合Rと有理数の作る順序集合Qを基底として構成される定領域のクリプ
ケモデルにより事それぞれヨ自然に導入された二つの論理L（R）とL（Q）に関する上記の結果はヲ多く
の専門家の予想を覆す重要な結果であり雪国際的にも高い評価を得ている。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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